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（協） 千葉電友 会だより （２）

こ 挨

千 葉 市 長 松 井

拶

旭

この度、 協 同組合千葉電友会皆様方の会報 「電友会 だより」 第７号 が発刊さ れま

した こ と、 心 よ り お 祝 い を 申 しあ げま す。

皆様方には、 日頃より、 岩崎理事長さ んを先頭に一致協力さ れ、 業界の発展はも

とより、 著 しく技術革新が進 む中、 技術向上に務めら れ、 便利で快適な市民生活 づ

くりに多大の ご尽力をいた だいておりますこと、 心より敬意と感謝 の意 を表する次

第 で あ り ま す。

さて、 本市 は、 首都機能の一翼 を担う 業務核都市と して、 また世界 に開 かれた 国

際・情報都市と して大きく発展 を続 けて いる中で、 本 年４月に政令指定都市に移行

い た し、 新 た な る 市 政 が ス タ ー ト した の で あり ま す。

私は、 今後、 区行政を通 じ、 市民の日常生活に密着 したサー ビス 事業の展開に務

めるとともに、 各区の特性 を活 かした、 きめ細 かな行 政の推進や広 報・公聴体制等

の整備により、 区民意識の高揚な どに意 を払い、「市民サー ビスの一層の充実・強化」

に 努 め て 参 り ま す。

また、２１世紀は、 東京湾岸の時代と言 われており、 東京湾横断道路の完成等によ

って、 東京湾の東側である千葉県側の重要性はますます増大 し、 千葉市の果たす役

割は一段と大きくなって参ります。
さ ら に
、
本 市 は 全 国 に 先 が け、

業 務 核 都 市 と して 指 定 を受 けて お り、
’
国 際 ・ 情 報

都市と しても多方面から期待さ れております。

このような中で、 私は、 新 しい行財政制度を有効に活用 しながら、 豊かな自然を

大切に守りつ つ、 快適な居 住環境の整備 と高度な都市機能の集積・拡充を積極的に

進め、 市民一人 ひとりが愛着と誇りの持てる都市、 さ らには誰からも愛される 「人

に優 しい都市」 づくりに努 めるとともに、 千葉県はもとより、 日本・世界の発展 に

貢献できる都 市を目指して 参ります。

そして、 市 民皆様から、「政令指定都市 になって良かった」 と言われるような、 市

政の実現 に努 めて参る決意 であります。

どう か、 貴 組合皆様方には、 このよう な本市の現況 をご理解 いた だきま して、 今

後とも市政に 対しま して、 一層 のご支援 ・ ご協力 を賜 りますよう、 心からお願い 申

しあげる次第であります。

おわりに、 協同組合千葉電友会の今後ますますのご発展と会員皆 様方のご健勝、
ご活躍をお祈 りいた しまして ご挨拶 といた します。
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“魅 力 あ る”

中年を め ざそう １

（中 年 よ 大 志 を 抱 け）

協同組合千葉電友会理事長

岩 崎 興 二

組合員の皆様には常日頃、 事業運営に対 して ご協力を頂き、 心より 感謝 しておる

次 第 です
。

今回は、 我々 中年族 がいか に廻りの 人々 から好 かれる か、 い かに魅力 ある 人間に

な れ る か につ い て のべ て み た い と 思 いま す。

ま ず、 人生８０年 時代 に 入 っ た 昨 今、 中 年 と 言 わ れる の は４０才 以 上 の 方々 で あり ま

す。 孔子 は 「４０に し て惑 わず」 と 言 いま し た が、 ４０を過 ぎ る と、
自 分 の名 刺 に肩 書

き がつ き、 上司 と 言 わ れる 存 在 に な り ます。 そ し て、 永 い 間 の 経 験や 体 験 に よ り、

事にあたって は戸惑う ことな く、 良い悪いは別にして、 それなり の対 処が出来るよ

う になるのであります。

又、 今
ま で得 て き た 永 い 間 の 知 識 や 知 恵 に よ っ て、

た い て い の こ と は や っ て い け

るので、 現状に満足 し、 自分の意見が絶対 正 しいのだと思っている方 が大勢いるの

で は な い で しょ う か。

そして、 これまでの体験が大層なものと して、 他人の意見に謙虚に耳 を傾 けなく

なり、 他人に意見を し始め、 それがつまり若者や部下に自分の考えを押 し付 けたく

な ると い う こ と に つ な がる の です。

江戸 時代は商 人の戒めと して、「４０意見の恐 れをしれ」 と
いったそう です が、 知ら

ず 知らずのうち に、 物事に対 する拒否反応 が強くなり、 謙虚さ がなくなり、 人に頭

を 下 げ ら れな く なる の で す。 例 え ば、 夜 ク ラ ブや ス ナ ッ ク に 飲 み に 行 き ます と、 ホ

ス テス達に自分 の意見を押 し付 けている客、 仲 間同士で仕 事の話 しに夢 中になって

いる客や、 笑顔 で会話を楽 しんでいる客等、 千差万別で すが、 前者 はもてない男 の

見 本 の よう なも の で、 後者 の 方 が も てる の は、 あ たり ま え だ と 思 わ れ ま す。

８月 に行われま した研修会でも、「聞き上手は話 し上手」「言葉は人の感情に火を

つ ける」 という ことを聞きましたが、 自分の意見に対する自己制御装置を頭の中に
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いれて いる か どう かで、 仕事が出来る 人間、 廻りか ら好 かれる人 間になるか どうか

が決まって くる。 知って いても 「知 らぬふり」 をして、 年配者や部下の意見を聞く

器量 が必要 であると思い ます。

「器 量 と は、
胸 の中 の も の を納 め て、 応 じて 決 断す る を器 量 と い う」 と あ る。

で は
、
自 己制 御 装 置 を もつ 人間 に な る に は

、
どう し た ら良 い の で しょ う か。

そ れ は
、
一 言 で い いま す と、 謙 虚 な 人 にな る こ と で す。 謙 虚 に な る に は 良 い 勉 強 会、

良い研修会等 に素直な心 で参加 し、 そ こで多くを学ぶことにつきると思います。

部下 （若者） が上司への要望と して、 第一に考えていることは、「教養のある 上司

であってほ しい」「誇りをもって仕事を して ほしい」 ということだそうですが、 部下

をやる気にさせるのも上司の一言、 部下 がやる気をなくすのも上司の一言でありま

す。

昔 は 「沈 黙 は 金」 と い わ れま した が
、
現 代 で は 会 話 な しで はコ ミ ュ ニ ケ ーシ ョ ン

がと れない 時代になってきております。

人はだれでも、 自分の存在を認めても らいたいと思っておりますが、 それは人 との

会話によって、 その人の存在価値が分ることであり、「心で話す」 ことの言葉の 大切

さ が
、
身 に しみ る しだ い で す。

特に他人の噂話をする時は、 その人の性格、 欠点にふれないよう に注意するべ きで

あ り ま す。

人間はすべて経済的合理性で仕事を していたのでは有意義な 人生を送ること は出

来ない、 といわれています。 即ち、 計算つくで仕 事を し、 計算 つくで飲 んでい たの

では、 楽しい人生は送れませんよ、 ということであります。 時に は仕 事も遊 びも 人

間関係 にしても 「損して得とれ」 ということであり、 それが廻り 廻っ て自分の得に

つ な が っ て く る の で は な い の で し ょう か。

人 間、 人 と の 出 会 い に よ っ て 知 恵 がつ き、 その 知 恵 が も の ごと の判 断 を し、 価 値

を 生 み、 器
量 がつ き、 統 率力 がつ いて い くも の であ り ま す。 つ

ま り 知 識 があ っ て も、

知 恵 がな け れ ば、 人 はつ か え な い と いう こ と です。 人 と の 出会 い によ っ て、 そ の 人

の人生 が変 わることもあ るといわれま すから、 付き 合う相手を選ぶことの大切さを

知るべき であります。

中年の皆 さん、 お互い により一層の 魅力 ある 人間 をめざして頑張りま しょう。 そ

し て、 部 下 に 人材 か ら 入 財 に なっ て も ら い、 各 々 の 会社 の発 展 に 努 め ま しょ う。
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イ ノ ベ ー シ ョ ン

千葉市建設局建築部技監 須 藤 哲 義

昨 年、 友 人 に誘 わ れ、 州 ノ 崎 に イ サ キ 釣 り に 出 か けた 時 の 話 しで す が、 港 に 着 き、

仕掛けを作りな がら予約 してあった 船に釣座を決め出船を待っている時、 並 んでい

る隣りの釣船の船頭に 「その仕掛 けはな んだ、 イサキ釣りはそ んなあまいものでは

ないそ」 と一喝、 いさ・ か出鼻 をく じかれた、 釣り場に付き魚のタナを水深 で指示

されたが自分のリール には水深計 がなく 隣りの釣 師は次々に良形のイサキを上 げて

いる。 こちらはカラ ブリばかりで、 つく づく道具 の差を見せつ けられた一日 であり

ま し た。

最近の釣り竿は先端 技術 により生 まれた新素材 のハイカーボ ン製で軽く、 丈夫な

ものが使 われ、 リー ルはデジタ ル式 水深計付きで、 １０年前とく らべ格段 に進歩して

い る。

これはレジャー用品 における技術 革新 の一例で あり又技術革新 に乗り遅 れ失敗 し

た自己反省の弁であり ます。

近年、 産業界にお ける技術革新は 目覚 しいもの があり、 熟練技能者の技術 と労働

力にたよ っていた建設 業界 にもハイ テク化さ れた各種施工機器 が導入さ れ、 こ れを

使用 する 技能者も高度 なテクニック が要 求さ れる 時代となっております。

特に好、 不 況に左右 されやすい建設 業界にあって は、 労働力不足をカーバーする

ため、 資 材の工場製品化 による現場 施工 の合理化 や個人で使用する施工道具の機械

化等の技術革新は、 今 後益々進 むも のと考え られます。

最近、 エコポリスと 云う新 しい概 念によるまち づくり が進め られております。

緑と水辺の都 市を宣 言 した千葉市 においても環境 との共生は、 こ れからの まち づ

くりの重要な指標 とな るものであり、 国を始め、 各地方自治体、 及び民間諸機関 を

含め推進が期待される まちづくりで あります。

このような新しい概 念による事業 手法の中で、 又新 しい技術 革新 が生ま れてくる

ものと確信致 しており ます。

千葉市の建設事業の一翼を担う千 葉電友会の皆 様におかれて も技術革新 が進む社

会構造の中にあって、 共に技術 の研 修にはげみ、 今後益々の発展 と御活躍を期待致

しま す。
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千葉市の保全計画

千葉市建設局建築部保全課 新 城 和 夫

千葉市 は仙台市に次 ぎ、 全国で十二番目の政令指 定都市となり政令市で整備 さ れ

た公共施設 と、 既存の各 公共施設 「約７００施設 （市営住 宅を除く）」 が建築後相 当な

年数 を経過 しており適切 な継続管理 をして行く為 には保全業務 全体を体系 的・ 効率

的にと らえ ていく必要 があります。 現 在千葉市 では、 施設管 理者 （予算担当 課） か

らの依頼に より、 修繕、 改修工 事等 を執行 している 保全形態が大 部分でありま すが、

国や先進地 方自治体 （公 共建築物保全 研究会） で行 なわれつつ ある保全計画を千葉

市において 進めるにあたり、 各施設の 現況を把握 して行く必要 があります。 その為

には、 どこ に どういう施 設が どのよう な状況である かを知る為 の最も基本的な デー

ター が統一 的にまとめら れ、 その保全 計画の執行 を策定して行く 為の基礎資料 とな

る施設台帳 （建築物及 び設備機器等の 工事概要と工 事履歴 を記録 した原簿） と 「施

設カルテ （老朽度診断） 建築物、 設備機 器の損耗、 老朽化、 機能 低下等 を事前 にと

らえ各施設の老化防止と延命 を図ると 共に今後の対処すべき工事 の在り方等を 検討

する為の基礎 データーとなる・施設台 帳、 施設カルテの整備を行 い長期保全計 画を

進めて行きたいと思います。 それに伴い施設台帳は千葉市が保有 している各施設 を

保全業務を中心に、 建替施設や施設の類別等施設量 を把握する資料となり保全計画

をすることにより小規模な補修、 改修工事が減少 し施設の向上及 び延命が図ら れ経

費の節約が出来る。 又保全計画が出来る事により各年度の予算額 が掌握 しやすくな

り、 新増改築を実施する施設に対 しては耐久性向上等、 設計資料と して活用出来各

施設群 ごとの長期保全計画 がたてられる事になります。 現在はＯＡの時代ですので、

施設台帳、 施設カルテ等のＯＡ化を進めてまいりたいと考えております。

終りに （協） 千葉電友会の会員 皆々 様の御発展と御活躍を祈念申 し上 げます。
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衣食足って環境を考える

千葉市建設局建築部設備課主幹 佐 々 木 亨

つ い、 先 日 の 休 み で した が、 女 房 に 連 れ ら れて 近 く の ス ー パ ー マ ー ケ ッ トへ 買 物

の 手 伝 い を さ せ ら れま した。

いつものことな がら、 この日も夕飯の おかずを何に しようかと、 女房 が迷って の

あ げく に、 何 が食 べ た い か と 聞 か れ、 咄 嵯 のこ と で こ れと 云 っ て 答 え ら れず、 渋 々

御供 をさせら れる破目になったのです。

毎 日 の お か ず を考 え る 私 の身 に も な っ て ほ し いと、
一 人で ブッ ブッ 云 い な がら も、

久し振りの買 物を二人ですること に、 ほのかな嬉 しさ を噛み締めて
いる様子 でした

カ§・ … … ・・

一 年の う ち、 何 回 かは、
こ の日 のよ う に

、
食料 品 売 場 での 買 物 に 付 き 合 わさ れ ま

す が、 い つ も 驚 かさ れる の が、 売 場 の 商 品 が 余り に も 多 いこ と で す。

そして、 我 が家の住環境 以上 に、 温度 と湿度が十二 分に管理さ れたうえ、 目玉 商

品に至っては、 調光さ れたス ポッ トライ トまで当てら れ、 消費者の 購買意 欲を否 が

応 でも、 そ そ ら れる よ う な 演 出 と工 夫 が 凝 ら さ れて い るこ と で す。

又、 野菜 や 果物、
肉 類、 魚貝 類 に は、 そ れ ぞ れ の規 格 と、 どこ ど こ の 産 地 であ る

という銘柄 がはいっ たうえ に、 厳重 なパック包装が施 こされて いる 商品を見る につ

け、 半
ば呆 れ、 こ こ ま です る 必 要 が あ る の か と、 つ い 考 え させ ら れ て しま い ま す。

消費者ニー ズなのか、 価 値観の多様化 なのか、 それとも、 商売 をする人達の考 え

なりか、 定かではありませ んが、 地球上の限りある資 限が、 ごく当 たり前の型で、

むだに使われているような 気がしてなり ません。

キ ュ ウ リ ー 本 を とっ てみ て も、
昔 の よ う に 曲 が っ た キ ュ ウ リ は 無 く、 同

じ太 さ と

同 じ長さのものが見事にパック詰めされております。

確 か に、 曲 がっ て、 で こ ぼこ の あ る キ ュ ウ リ よ り も、 真 っ 直 ぐな キ ュ ウ リ の 方 が

包丁を使いやすいという利 点はあるものの、 味は同 じではないかと、 自分で自分 を

慰めてみたり………



（協） 千葉電友 会だより （８）

む しろ、 曲 がっ
たキ ュ ウ リ を手 に と っ て、 ザラ ザ ラ した 感 触 を 手 の 肌 で 楽 し み た

いと思うのは、 昔を懐 かしむ心の郷愁 か、 それとも年 を重ねたせいかも しれませ ん

カ§・ … … ・・

生鮮 食料品 の５０％以上が外国産であり、 国内産も、 ハウスで化学肥料と化学薬品

をたっぷり含 んで生長した 野菜や、 薬品 の投与 を受 けた養殖魚 が実に多いことです。

最近は、 食料品の品揃え が豊富で、 特 別な物を除い ては、 殆ん ど一年中手にする

ことが出来ま すが、 昔のよう な季節感 がなくなったこ とは淋 しいことです。

２１世 紀 に は、 土 を使 わな い 水耕 栽 培 が 主 流 にな っ て、 野 菜 や 果 物 が、「工 場」 か ら

出荷され、 魚貝類は、「海洋 牧場」 で育て られたものが、 店頭に並ぶという時代にな

る か も しれ ま せ ん。

昭和の３０年代後半から始 まりました高 度経済成長は、 科学技術の 進歩を促 し、 人

人の生活を随分豊かで便利 なものにしてくれました。

そ の 反 面、 失 っ た も のも 数 多 く あ り ま す。

数年前から、 地球的規模 での環境問題が大きくクロ ーズアッ プさ れ、 いろいろな

国 で、 い ろ い ろ な 場 所 で、 環 境 破 壊 につ い て 議 論さ れ る よう にな り ま した。

非常に良いことだと思 います。

地 球 の 温 暖 化 対 策、 酸 性 雨 の 問 題、 オ ゾ ン層 の破 壊、 水 の汚 染、 異 常 気 象 の 発 生、

自 然 破 壊 と 資 限 の 保護、
ゴ ミ の 増 大化 と リサ イ ク ル 運 動、 食品 公 害 と 薬 公 害、 な ど、

環境の保護に関する問題 は実にさまざま で多種多 様で す。

又、 どれもこれも、 動植 物の生態系につ ながるもの ばかり で、 大 袈裟な云い方を

すれ ば、 人類の存亡にも深いかかわりを持っているも のばかりです。

住 み よ い、 暮
ら しや す い、 そ して、 美 し い 地 球 を い つ ま で も保 全 し、 後 世 に 伝 え

残 こ す の は、 私 達 の 使 命 で あ り、
義 務 で あ る と 思 い ま す

。

そのためには、 私達一人一人が、 身近かな生活の中で、 環境問題 とやさ しく取り

組 む心構えと、 自助努力が必要である と考えます。

多少の不便を耐え忍 び、 物を大事にする 「心の豊かさ」 と 「気持 ちのゆとり」 が

大切であると思うのですが、 皆様は如何で しょうか。
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一 総会 報 告一

第８回通常総会開催

第８回通常総会が５月２７日午後３時３０分より、 千 葉市内のち ば共済会館に於 て、

組合員５７名 （委任状含 む） 出席 の下開催 されま した。 今総会は、 千葉市 が念願 の政

令指定都市移行を果した喜 びと、 昨年 世代交替を受 けて就任 した 岩崎理 事長の 手腕

と を 併 せ て、 期 待 さ れ た 総 会 とな っ た。

冒頭、 挨拶に立った岩 崎理事長は 「昨年度にお ける千葉市と設備 ２団体との 設備

施工研究会の発足と、 政令指定都市 移行に伴い、 こ れからの大型 工事の施工と 管理

能力の向上のためにも、 現場代 理人の養成が最重要 課題である。 また、 建設業 界で

発生 した談合疑惑事件を “対岸の火事” とせず、 我々 業界 にあっ ても、 企業倫 理の

確立に向けなお一層 の努力を」 と語った。

ついで議案審議に入り、 平成３年度事業経過報告、 同収支決算 報告、 平成４ 年度

事業計画案、 同予算案がそれぞれ原案通り可決承認され、 総 会は閉会した。

ひきつづき、 千葉市設備課野崎文男 補佐により、 政令指定都市 移行による 「工事

請負業者提出書類の手引 き」 の説明が行わ れた。 また総会終了後、 千葉市幹部、 千

葉県中小企業団体中央会、 関係団体等の ご来賓を迎え懇親会が催 された。 その席に

おいて、 理事長は政令指定都市移行を祝福すると共に、 現在 市内で３０万人が働 く現

況を踏まえて の政策と、 大型工事の地元発注を要望、 企業のイメ ージアップによる

地域社会への 貢献を強調 した。 懇親会は午後７時盛会裡に散会。

（喜多村 賢一郎）
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千葉電友会施設見学研修旅行

当組合の恒例行事と しての、 施設見 学会 を平成４年６月１２日 （金） ～１３日 （土）

の２日間において、 福島県方面に会員多 数 （４２名） の参加で研修旅行 を実施い たし

ま し た。

千葉市９ 時出発、 梅雨の季節で雨が気 がかりであったが、 幸に して天候にめ ぐま

れ
、 目 的 地 福 島 に

向 う。

今回松下電器産業㈱の配電器事業部、 福島工場を見学、 配電盤等の製作工程を見

学 し懇切なる説明を受け大変参考になりま した。 ご多忙のところ、 工場関係 者の方

方 に は
、 深 く

感 謝 を 申 し 上 げま す。

工場を後に、 一路当夜 の宿泊地福 島県穴原温泉、 吉川 屋へと向った。 親睦を兼ね

ての懇親会の一夜を楽しく過 しま した。

翌日、 途中福島民家園等を見学 し、 千葉市に予定 どおり到着、 今回の研修旅行も

無 事 終 了 し ま した。

尚、 今回の見学会は松 下電器産業㈱並 びに松下電工㈱の御協力 と ご援助 をいただ

き、 会員 一同お礼を申し上げる次第です。

（戸 松 新 平）
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経 営 研 修 会 開 催

今年の夏は雨も少なく例年に無い猛暑続きであった。 その暑さの中８月 ６日（木）

千葉電友会主催、 千葉県配電盤協会協賛、 千葉市役所後援にて、 千葉玉姫殿におい

て経営研修会が行わ れた。

参 加 人 数 は 組 合 員６５名、
賛 助 会 員１２名、 配 電 盤 協 会 会員３３名、

千 葉 市 役 所１２名
、

計１２２名 の 参 加 で 始 ま る。

講師 は話 し方研究所 所長 福田 健先生 「職場の活性化とコミュニケーション」

という タイ トルで講演 が行われる。

要 旨と して は
、

１． ま ず近
づ い て 話 しか ける こ と か ら始 め る

。
（話 しな が ら 聞 く）

２． 打 て
ば響 く 反 応 を。 （聞 き 上 手 に な る こ と）

３． 先 入観 を 持 た ず に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン す る。（話 は して み る も の）

４． 異質なタイ プを受 け入れる。（異 質を受 け入れることで活性化 が図 れる）

結 びは肯定表現のすすめと して 自分の奥さん を大切に しなさい。 奥さん に心をこ

め て 感 謝と ほめ る こ と ばを 言 っ て ご ら んな さ い と結 ん だ。

日頃 よりこと ばの むつ かしさを 感じていた が、 又話すコトバのこんなにもす ばら

しい も の だと 言 う こ と を
、
こ の 講 演 によ っ て 味 わう こ と が 出 来 た。

（桜 田 尚 栄）
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千 葉 電 友 会 ゴ ル フ コ ン ペ

優勝 新東電設工業㈱ 東内 健史氏

暑 さ も 終 わ り ス ポ ー ツ の 秋、 第２０回 電 友 会
ゴル フコ ン ペ が 行 わ れる。

９ 月１８日 （金） 大 多 喜 町 の 千 葉 夷 隅 グ リ ー ン ク ラ ブ の西、 東コ ース に て 催 さ れ た。

今 回 は、 ２０回 の 記 念 大 会
と 言 う こ と で 参 加メ ン バ ーも 多 く、 ５ 組１８名 に て 薄曇 り

とは いえ雨も無くフェアウエイの芝は青々 と、 山の樹木も今が一番ゴルフに良いん

だよ と会員を歓迎 しているようにみうけられた。

参 加者 は和気藷々の内、 日頃鍛えた腕前と口前で腕を競いあったがゴルフはやは

り日 頃からの努力の積み重ねによって結果が出る様です。

と もあれゴルフコンペも終わり今回は２０回記念大会という ことで民 宿１泊の表彰

式を御宿の名物磯料理店 新館大野荘にて新鮮な海の幸 と地酒の乾杯 を皮切りに行

わ れ た。

優勝 新東電設 東内健史氏、 準優勝 大信電業 山本勝生氏、 ３位 伊藤電業

伊藤 征司氏 の諸氏に決定する。

盛 大な宴会も終 わり次回は我こそ優勝を願いながら御 宿の民宿で全員夢路をた ど

る
。

（桜 田 尚 栄）
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ＴＯＳＨＩＢＡ

地場に育まれ 奉仕し 明日へ躍進

電設資材総合卸
照 明 器 具 ・ 配 線 器 具 ・ 換 気 扇 ・ 各 種 光 源
配 電 盤 ・ 分 電 盤 ・ 制 御 盤 ・ 受 変 電 設 備
ＨＡ機 器・Ｏ Ａ機 器・家 電製品・住宅設備機器
配線・電纏・電線管及附属品・その他電機工事材料

干葉東芝電材株式会社
本 社 干葉市中央区中央港２丁目４番１号

〒２６０ ０４３ （２４２）８１４１㈹

ＦＡＸ Ｏ４３ （２４２）８１４８
千葉南営業所 千葉市中央 区申央港２－ ４－１ 〒２６０ ０４３（２４２）８１４１㈹

ＦＡＸ Ｏ４３（２４２）８１４８
干葉北営業所 千葉市中央 区中央港２－ ４－１ 〒２６０ ０４３（２４２）８１４１㈹

ＦＡＸ Ｏ４３（２４２）８１４８
木更津営業所 木更津市木 更津３－１４ －３２ 〒２９２ ０４３８（２３）７８８５㈹

ＦＡＸ Ｏ４３８（２３）７８９３
東 金 営 業 所 東 金 市 堀 上 ２ ７ ４ － １ 〒２８３ ０４７５（５５）５４８１

ＦＡＸ Ｏ４７５（５５）５４８４
市 川 営 業 所 市 川 市 平 田 ３ － ５ － ３ ０ 〒２７２ ０４７３（７９）１３１６㈹

Ｆ ＡＸ Ｏ４７３（７９）１２９４
佐 原 営 業 所 佐原市粉名口 □の３－２０２８－６３ 〒２８７ ０４７８（５４）１６３３㈹

ＦＡＸ Ｏ４７８（５２）３６６３
成 田 営 業 所 成田 市 並 木 町 ２１ ９ － ２ ５８ 〒２８６ ０４７６（２２）３２５１㈹

ＦＡＸ Ｏ４７６（２４）３２２９

初 心を 忘れ ず、 知 恵と汗を出 し

㊥ 共存共栄を計る＝営業方針

電 設 資 材 総 合 卸

株式会社 井 之 輪 電 商

〒２６４ 干葉市若葉区桜木町２３０－４５

ＴＥＬ Ｏ４３（２３２）５１２７（代表）

ＦＡＸ Ｏ４３（２３２）６４２７

サービス精神に徹する＝営業体制

ＡＭ８：３０ ～ ＰＭ７ ：０ ０ （平日）
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欝蒔代の＝÷・ズに応える ＭｌＫＵＮｌ蚤

営業品目
屋内外 キュー ビク ル式高圧 受変電 設備

配 電 盤 ・ 制 御 盤 ・ 分 電 盤 ・ 監 視 盤

キ ュー ビクル式 非常電源 専用受電 設備

（ＰＦ －Ｓ 形 １５０ｋＶＡ 屋 外 用 認 定 番 号 １２７号）

（ＣＢ 形

（ＣＢ形

（ＣＢ 形

（ＣＢ形

（ＣＢ形

１５０ｋＶＡ 〃 〃 ２６８号）

３００ｋＶＡ 〃 〃 ２２６号）

３００ｋＶＡ 屋 内 用 〃 ２８１号）

５００ｋＶＡ 屋 外 用 〃 ２２５号）

５００ｋＶＡ 屋 内 用 〃 ２８０号〉

非 常 電 源 用 分 電 盤（消 防 庁 告示 ８ 号適 合 認 定 品）

〈寧 三邦電機工業株式会社
本社 及営 業所

水 戸 営 業 所

宇都 宮営 業所

千 葉 営 業 所

茨 城 工 場

東 京 都 墨 田 区 本 所 ３ 丁 目 ２２番 ３ 号 〒１３０

水 戸 市 泉 町 ２ 丁 目 ２ 番 ２９ 号 〒３１０

宇 都 宮 市 花 園 町 ４ 番 １ 号 〒３２０

干 葉 市 中 央 区 長 洲 １ 丁 目 ２１ 番 ４ 号 〒２６０

茨 城 県 猿 島 郡 総 和 町 下 大 野２０００番 〒３０６－０２

電言舌０３（６２４）３５１１（代）

電言舌０２９２（２４）２２６１

電言舌０２８６（３５）１９５１

電 話０４３（２２Ｔ）０３３８

電 話０２８０（９２）０７５５

ＦＡＸ Ｏ３（６２５）４６１６

ＦＡＸＯ２９２（２１）６４８４

ＦＡＸＯ２８６（３５）１８９２

ＦＡＸＯ４３（２２１）０６６８

ＦＡＸＯ２８０（９２）１０１４



（１の （協） 千葉電友会だより

織
響

１
謝 ・

．
． 轟

擶 蝉賦

罫

オ フィ スの 明 るさｌ ＰＵインバ ー タ安

１５０％麟無騰黛蕪
束 の１５０％ の明るさ。フル点 灯状 態 でもランプ

定 格 寿命 の 低 下や チラツキ 感 がありません。

贈

麟 藩諸

さ らに ル ーバ 効 率 も 高 効 率ＱＡルーハ を

３０銘ＵＰ 鵬誉駕
も 明るさが アップ（当 社 比）。 本 格ＯＡ対 応

から一 般向 けまで、 ３タイプ から選べます。

新
：
・ 登 ・ 場

鍵
『
１
ぐ

講

欝

・，
雛

難饗灘

謎彦１
画響 購羅鱗

● お 問 い 合 わ せ は、

ラ イトコ ントロー ラと 組

調 光 可 能 ・合・仏・・プ定格
光 束の１５０～５０％ で

連続 調 光 が 可 能。オフィスの用 途に 合わせて

照度 設定 が自在
。
３段 階のプリセット機 能付。

〔〒２６０〕千 葉市中 央区祐光１丁目３番１号

Ａ＆笛
快適を科学します

松 下 電工 ・千 葉 電材 営業 所 容（０４３）２２４ ３６６１

電友会の事務所を

皆 様 も っ と御 利 用 下さ い

一 麻 雀 卓 も あ り ま す 一

（事務局より）



（協） 千葉電友会だより ⑯

釣 の 会． だ よ り

春夏秋冬、 四季折々 の釣りが楽 しめるクラ ブが発足 します。

日本はたいへん長い海岸線と、 たくさんの川 や湖に恵まれています。 釣は日本独

自 の ゲ ー ム、 フィ ッ シ ン グ と して の 人 気 が あ り ま す。 す で に 釣り 人 の あ な た に は 新

しい釣の世界を、 初心 の人には釣の楽しさを〃 趣 味の世界が大きく広がりま す。

又、 釣 技の みを追求する だけでなく組 合員 相互の充実 したコミニ ケーショ ンを目的

に発足 しま すので多数参 加して下さい。

７月中旬釣 の会 を開催 致したく、 通 知文を発起 人一同で出しま したが、 私 が過去

数年通いつ づけている茨城 県鹿島港沖 は、 異常気象 による低水温 の為 かイカの乗り

が思わしく なく残念なが ら中止となり ました。

こ れから 先の釣の会の行事予定と しては海、 川と ２カ月に１回位 で計画 して いき

たいと思い ますので、 希望者 は参加の 程よろ しくお願 い致 します。 尚８月 ～９月と

釣 れない釣りに付き合ってく ださった 方々 は

新都市サー ビスセ ンター 滝 口 電 気 成 田 電 気
・（佐栄電気宍倉様には、 船の手配その他に協力 して頂きこの紙面 をかりてお礼申 し

上 げます。）

この原稿 が書きおわる頃、 再度９名 にて挑戦 しております。

（宍 倉 昌 信）

平成４年８月２２日 鹿島港 兄弟丸船上にて



（１⑨ （協） 千葉電友会だより

公共施設用照明器具の規格制定について

●社会的に公 正な競争 を阻害する規格の 問題が論ぜられており、 こ のた び国内外に

開放さ れた 規格として （社） 日 本照明 器具工業会規 格 「公共施設用 照明器具」 が

制 定 さ れま す。

● わが国の現状のオフィス が先進国であるにも かわら ず極めて貧困 であり、 高齢者

雇用とＯＡ機器の急速な普及を含め、 オフィス環境の改善・快適性の向上 が強く

要望されていることから、 先進国なみの照明の質の向上を図るために、２１世紀ま

で使用 する 照明器具として取りまとめられます。

※ （平成５年４月 １日より 実施）

主な変更点〔◎ → ＠ 〕

（１） 規格の比較

官 電 協 仕 様 器 具 公 共施設用 照明器具
◎（現行版） ＠

照明器具標準 公共施設用照明器具

タイトル
平成 元年 １９９３年版

ＪＩＬ５００４－１９９２

１９９２年 ５月２７日 制 定

発 行
社団法 人

日 本 照 明 器 具 工 業 会

社団法人

日 本 照 明 器 具 工 業 会

社団法人 （作成）
監 修 建 設 電 気 技 術 協 会 公共施設用照明器具標準

官公庁電気技術連絡協議会 委員会

慣用略称
官電協 （形）

◎

公共施設 （形）

⑧

官電協型番 公共施設型番

型 番
例 ＦＲＳ４－４０２ 例 ＦＲＳ４－４０２

※ 基 本 的 に は 同 じ で す が
、
一 部

異 な る 器 具 も ご ざい ま す。



（協） 干葉電友会だより （２①

入 札 結 果報 告

Ｈ ３ ． ９． １ ～ Ｈ ４． ９．
３０

単 位 ： 千 円

落札日 工 事 件 名 社 名 落札金額

３ 年 ９ ／ ２ 園生 小 学校 プ ー ル 附 属屋 改 築 電 気 設備 工 事 千 石 電 設 ２，５１３

９ ／ ９ 蘇我 駅 第４ 自 転車 駐 車 場 照 明灯 整 備工 事 北 陽 電 機 産 業 １，３５９

９ ／１１ 千城 小 学校 給 食室 増 築電 気 設備 工 事 東 電 工 ７，７２５

〃 稲 毛 海 浜 公 園 ヨ ッ ト ハ ー バ ー レ ス ト ラ ン 改修 電気 設 備 工 事 高 率 電 設 ２０
，
１８８

９ ／１８ 椿 森 中 学 校 他 ３ 校 ・ＣＡＩ 教 室 改 修 電 気 設 備工 事 京 葉 電設 １２，０５
１

〃 蘇 我 中 学 校 他 ２ 校 ・ＣＡＩ 教 室 改 修 電 気 設 備 工 事 北 陽 電機 産 業 ８
，
０３４

１０／ ７ 北 谷 津 園 ゲ ー ト ボ ー ル 場 上 屋 新 築 電 気 設 備 工 事 進 和 電 気 ３，５５３

〃 新 宿 小 学 校 給 水 施 設 改 修 電 気 設 備 工 事 西 千 葉 電設 ３，９６５

１０／ ８ 松 ヶ 丘 公 民 館 改 築 ・ 電 気 設 備 工 事 俵屋 電 気工 事 ７７，２５０

〃 （仮 称） 打 瀬 消 防 出 張 所 新 築 ・ 電 気 設 備 工 事 北 斗 電 業 ６０，５６４

１０／１５ 花 見 川 第３ 小学 校ＣＡＩ 教 室 整 備 他 電 気 設 備 工 事 広 尾 電 設 ２，３６９

〃 北 部 図書 館 受 変 電 設 備 改 修 工 事 千 石 電 設 ２，３６９

〃 乳牛 育成 牧 場受 精 卵 牛 移 植施 設 新築 電 気 設 備 工 事 千 葉 電 建 ３，２４４

〃 幸 町 第 １ 中 学 校他 １ 校とＣＡ１ 教 室 改修 電気 設 備 工 事 粟 飯 原 電 気 商 会 ４，７８９

１０／１８ 山 王 中 学 校 他 ２校 ・ＣＡＩ 教 室改 修 電気 設備 工 事 トマ ッ 電 設 ８，１３７

〃 緑 町 中 学 校 他 １ 校 ・ＣＡＩ 教 室 改 修 電気 設 備工 事 新 千 葉 電 設 ６，６９５

〃 加 曽 利 町 中 学 校他 ２ 校・ＣＡＩ 教 室 改修 電 気設 備工 事 大 信 電 業 ９，６８２

〃 川 戸 中 学 校 他 ２ 校 ・ＣＡＩ 教 室 改 修 電 気 設 備工 事 水 沼 電業 社 ８，８９９

〃 花 園 中 学 校 他 ３ 校 ・ＣＡＩ 教 室 改 修 電 気 設 備 工 事 染谷 電気 商 会 １１，８４５



⑦１） （協） 千葉電友会だより

落 札 日 工 事 件 名 社 名 落札 金 額

３ 年１０／１８ 高 浜 中学 校 他 ２ 校 ・ＣＡＩ 教 室 改 修 電 気 設 備 工 事 成 田 電 機 １０
，
５０６

１０／２１ 塩 田学 校 給 食 セ ンタ ー 空 調 改 修 電 気 設 備工 事 北 園 電 業 ３，９７５

〃 市 立 加 曽 利 貝 塚 博 物館 第 ２ 収 蔵庫 改 築 電気 設備 工 事 双 葉 電設 ３，２５４

〃 大 宮 中学 校 受水 槽 改 修 電気 設 備 工 事 川 島電 気 設 備 工 事 ２，９９７

１０／２３ （仮称） 千葉 市 衛 生 検 査セ ン タ ー 整 備 電 気 設 備 工 事 山 栄 電 機 １４，１９３

１１／ ５ 農 政 セ ン タ ー 園 芸 温 室 ２ ・ ３ 号 棟 改 築 電 気 設 備 工 事 千 葉 電 建 ４，４８０

１１／１２ 川 戸 公 民 館 ・ 内 部 改 修 電 気 設 備 工 事 粟 飯 原電 気 商会 ２，６７８

〃 椎 名 公 民 館 ・ 内 部 改修 電気 設 備工 事 （随契） 北園 電 業 ２，９３５

〃 若 松 第２ 公 園他 照 明灯 設置 交 換工 事 陣 野 電 設 ２
，５７５

〃 市 立病 院 第２ 電 気 室 動 力 変 圧 器 交 換 工 事 昌 信 電 機 工 事 ４
，３７７

１１／１８ 高 浜 第 ３ 小 学 校 ・ 高 圧 ケ ー ブ ル 改 修 工 事 安 藤 電気 工 事 ２，６６７

〃 高 洲 第 ４ 小 学 校 ・ 高圧 ケ ー ブ ル 改 修 工 事 大 東 電 設 １，６４８

〃 真 砂 第 ５ 小 学校 ・ 高圧 ケー ブ ル改 修 工 事 染 谷 電 気 商 会 １，５１４

〃 幸 町 第３ 小学 校 ・高 圧 ケー ブ ル改 修 工 事 滝 口 電 気 工 業 １，９８７

〃 蘇 我 小 学 校 ・ 高 圧 ケ ー ブル 改 修 工 事 昌 信 電 機 工 事 ２，０９０

〃 さ つ き が 丘 東 小 学 校 ・ 高 圧 ケ ー ブル 改 修 工 事 京 葉工 業 ２，００８

〃 草 野 中 学 校 ・ 高 圧 ケ ー ブ ル 改 修工 事 黒 田電 気 商会 ２，０６０

〃 稲 浜小 学校 ・ 高圧 ケ ー ブル 改修 工 事 染 谷 電 気 商 会 ２，５０２

〃 高 浜 第 ２小 学 校 ・ 高 圧 ケ ー ブル 改 修 工 事 光 栄 電 設 工 業 ２，５７５

〃 真 砂 第 ２ 小 学 校 ・ 高 圧 ケ ー ブル 改 修 工 事 大 東 電 設 ’ ２，１８３

〃 第２ 養 護 学 校．・ 高圧 ケ ー ブ ル 改 修 工 事 新千 葉 電設 ２，５７５

〃 さ つ き が 丘 西 小学 校 ・ 高圧 ケー ブ ル改 修 工 事 新 千 葉 電 設 ２，６７８



（協） 千葉電友会だより ¢２）

落札日 工 事 件 名 社 名 落札金額

３ 年１１／２０ 史 跡加 曽 利 貝 塚 環境 整 備 事業 集 落復 原 電気 設備 工 事 大 西 電設 ４５
，
３２０

１２／ ２
平 成 ２年 度千 葉 市 公営 住 宅 （仮 称） 誉 田 ２ 丁 目 団 地

防 犯灯 設 置工 事
千 葉 電 業 社 １

，
３３９

１２／ ２ 大 宮 小学 校 受水 槽 改修 電 気 設 備 工 事 コ ー シ ン 電 気 ２
，
３６９

１２／ ９ 更 科 中学 校 受 水 槽 改 修 電 気 設 備 工 事 大 信 電 業 ３，１９３

〃 寒 川 第 １ 地 区 仮 設 収 容 住 宅 新 築 電 気 設 備 工 事 コ ー シ ン 電 気 ４，２２３

１２／１１ 道 路 照 明 灯 （角 型 連 続） 設 置 工 事 豊 田 電 気 ２７，２９５

１２／１６ 轟 保 育 所 屋 内 消 火 栓 設 置 電 気 設 備 工 事 安 藤 電 気 工 事 ２，５７５

１２／１８ 都 小 学 校 他 １ 校 ・ 電 灯 設 備 改 修 工 事 大 信 電 業 ７，８７９

〃 椿 森 中 学 校 他 ２ 校 ・ 電 灯 設 備 改 修 工 事 京 葉 電 設 ６，１８０

〃 道 路 照 明 灯 設 置 工 事 大 秋 電 気 工 業 １３，３９０

１２／２４ （仮 称） 千 葉 市 動 物 保 護 指 導 セ ンタ ー 新 築 電 気 設 備 工 事 栄 光 社 ８３，４３０

〃 幕 張 公 民 館 改 築 電 気 設 備 工 事 橋 本 電 業 社 ５１，２９４

〃 都 賀 他 ２ カ 所 自 転 車 保 管 場 ・ 管 理 棟 他 新 築 電 気 設 備 工 事 粟 飯 原 電 気 商 会 ２，４７２

１２／２５ 畑 小 学 校 他 １ 校 電 灯 設 備 改 修 工 事 大 秋 電 気 工 業 ６，６９５

４ 年 ５／２５
（仮 称） 千 葉 市 心 身 障 害 者 通 所 更 生 セ ンタ ー 改 修 電 気 設 備

工 事
川 島 電気 設 備 ２，９８７

６ ／ １ 土 気 南 小 学 校 ・ 散 水電 気 設 備 工 事 昌 信 電機 工 事 ４，９０２

ク 小 中 台小 学 校・ 散 水電 気 設備 工 事 安 藤 電気 工 事 ２，５７５

６／ ３ 東 部 図書 館 西都 賀 分館 ・ 増築 電 気設 備 工 事 桜 田 電設 １９，１５８

〃 院内 小学 校 ・ 散水 電気 設 備 工 事 大信 電 業 ５，３５６

〃 生 浜 小学 校 ・ 散水 電気 設 備 工 事 水沼 電 業社 ６，７９８

〃 幸 町 第１ 小 学 校・ 散 水電 気 設備 工 事 染谷 電気 商 会 ５，０９８

〃 都 賀 の 台小 学 校・ 散 水電 気 設備 工 事 光栄 電 設工 業 ５，５１０



（２３） （協） 千葉電友会だより

落札日 工 事 件 名 社 名 落札金額

４ 年 ６ ／１５ 若 松 中 学 校 ・ 散 水 電気 設 備 工 事 北 進 電 設 ４，０６８

〃 和 陽 園 ・ 空 調 電 源 設備 改 修工 事 粟 飯 原 電 気 商 会 ４，０１７

〃 緑 ヶ 丘 中 学 校 ・ 散 水 電 気 設 備 工 事 ト マ ツ 電 設 ４
，
７２９

〃 白 井 中学 校 ・ 散 水 電気 設 備工 事 双 葉 電 設 ４，５５２

〃 星 久喜 中 学 校・ 散 水 電 気 設備 工 事 千 葉 電建 ８，７５５

６ ／１７ 幸 町 第２ 小 学校 ・ 散水 電 気設 備工 事 大 東 電設 ６，９５２

６ ／２２ 千 城 台北 小 学校 ・ 内部 改 造電 気 設備 工 事 光 栄 電設 工 業 ４，１２０

６ ／２４ 若 松 小学 校 ・受 水槽 改 修 気設 備 工 事 双 葉 電設 ９，３７３

〃 泉 谷 中学 校 ・増 築 電気 設 備工 事 片 岡 電工 ２５，４４１

〃 花 園 公民 館 ・改 築 電気 設備 工 事 千 葉 塚 田 電 気 ４８，２０４

６／２９ 花 園 中学 校 ・内 部 改造 電 気設 備 工 事 染 谷 電気 商 会 ２，９３５

〃 花 見川 第 ３小 学 校 ・内 部 改造 電 気設 備 工 事 染 谷 電気 商 会 ２，９４５

〃 加 曽利 中 学 校・ 散 水電 気 設備 工 事 吉 田 電設 ３，０３８

〃 稲 毛 小学 校 ・散 水 電気 設備 工 事 千 石 電設 ４，
２１２

〃 花 見川 第 ５ 小 学 校 ・ 散 水 電気 設 備 工 事 新 千 葉 電 設 ４，８９２

７ ／ １ 星 久 喜 小 学 校 ・ 内 部改 造 電気 設 備工 事 渡 辺 電 気 工 業 １８，０２５

〃 土 気 小学 校 ・ 内 部 改造 電 気設 備 工 事 千 葉 電建 ７，７２５

〃 千 城 台西 小 学校 ・ 内部 改 造電 気 設備 工 事 進 和 電気 ８，
４４６

〃 川 戸 小学 校 ・給 食室 改 装 電気 設備 工 事 千 葉 電建 ７，５１９

〃 椿 森 中学 校・ プール 附属 屋 改築 に伴う 高圧 ケ ー ブル移設 工事 粟 飯 原電 気 商 会 ６
，
６９５

〃 花 見川 第４ 小 学 校 ・散 水電 気 設備 工 事 大 東 電設 ５，２８３

〃 土 気南 中 学校 ・ 散 水電 気設 備 工 事 金 高 電設 工業 ６
，
１２８

〃 宮 崎小 学 校・ 散 水電 気 設備 工 事 北 陽 電機 産業 ４，９４４



（協） 千葉電友会だより （２の

落札日 工 事 件 名 社 名 落札金額

４ 年 ７／ ５ 道 路 照 明 灯 （四角 型 連 続） 設 置 工 事 豊 田 電 気 ２５，２３５

７ ／１３ （仮 称） 多 目 的 屋 内 運 動 場 新 築 電 気 設 備 工 事 木 村 建 設
２ 億

０６，０００

７ ／１５ 史跡 加 曽 利 貝 塚貝 層 断 面 保 護 観 察 施 設 新 築 電 気 設 備 工 事 大 西 電 設 ２８，８４０

７ ／２２ 市 庁 舎 ・ 通 路 照 明 器 具 改 修 工 事 西千 葉 電設 ４，３２６

７ ／２７ 高 洲 第 ２ 中 学 校 ・ 格 技 場 新 築 電 気 設 備 工 事 東電 工 ３，５９４

７ ／２９ 中 央 浄 化 セ ン タ ー 第 １ 系 統 曝 気 槽 計 装 設 備 改 修 工 事 成田 電機 １６，６８６

〃 は ざ ま 公 園 他 ３ カ 所 ・ 照 明 灯 増 設 工 事 ト マ ツ 電 設 ５
，
２９９

〃 中 央 浄 化 セ ン タ ー ・ 受 変 電 室 直 流 電 源 盤 交 換 工 事 豊田 電気 １７，７１６

８ ／１７ 道 路 照 明 灯 設 置 工 事 共和 電気 工 業 ２０，７０３

〃 桜 木 園 職 員 寮 ・ 給 排 水 冷 暖 房 電 源 設 備 工 事 双 葉 電設 ５，６６５

〃 道 塚 公 園 他 ・ 照 明 灯 設 置 交 換 工 事 北進 電 設 ４，４２９

〃 県 道 千 葉 大 網 線 ３ ・ 道 路 照 明 灯 設 置 工 事 千葉 電 業社 ４
，
４２９

８ ／２４ 長 作 小 学 校 ・ プ ー ル 付 属 屋 改 築 電 気 設 備 工 事 黒 田 電気 商 会 ２
，
７８１

〃 花 見 川 小 学 校 ・ プ ー ル 付 属 屋 改 築 電 気 設 備 工 事 新 千 葉 電設 ２
，６
２６

〃 積 橋 中 学 校 ・ プー ル 付 属 屋 改 築 電 気 設 備 工 事 トマ ツ 電設 ４，６８６

８ ／２６ 坂月 第 １ ポ ン プ場 発 電 機 設 置 工 事 大信 電 業 ５，７６８

８ ／３１ 千 城 台 南 中 学 校 ・ 部 室 新 築 電 気 設 備 工 事 和 光 電 気 ２，９８７

９ ／１４ 磯 辺 第 １ 中 学 校 他 ２ 校 ・ＣＡ王 教 室 改 修 電 気 設 備 工 事 千石 電 設 ８，９６１

９ ／１６ （仮 称） 稲 毛 海 浜 公 園 ・ ビー チ セ ン タ ー 新 築 電 気 設 備 工 事 尾 高 電 工 ３７，８０１

９ ／２４ 高 洲 第 １ 中 学 校 他 ２ 校 ・ＣＡＩ 教 室 改 修 電 気 設 備 工 事 新千 葉 電設 ９
，
７３３

〃 積 橋 中 学 校 他 １ 校 ・ＣＡＩ 教 室 改 修 電 気 設 備工 事
（随 契）

京葉 工 業
５，９７４

〃 県 道 浜 野 四 街 道 長 沼 線 他 １ ・ 道 路 照 明 灯 設 置 工 事 北進 電設 ７，１０７

９ ／３０ 市 立 千 葉 高 等 学 校 別 館 ・ 記 念 館 電 気 設 備 改 修 工 事 西千 葉電 設 ６，４８９



（２５） （協） 千葉電友会だより

事 務 局 だ よ り

慶 祝

０４年５月３１日賛助会員 千葉電機㈱社 長和 田龍二 郎氏、 長女瑞 絵様が御結婚 され

ま した
。 一 お め で とう ご ざい ま す一

言卜 報

●千都防災工業㈱社 長、 御次男、 茂 樹様

平成３ 年１０月１７日死 亡（２１才）、 組 合より香典及 び花輪 を贈り 哀悼 の意を表 し、
謹んで 冥福 をお祈り 申し上 げます。

●片岡電工 ㈱取締役営 業部長、 藤巻誠一様 （当組合理事）

平 成 ３ 年１０月２９日、 入 院 先 の 病 院 で 死 亡 （５５才）、 組 合 発 展 の 功 績 を感 謝 し、

告別式には、 理事長他組合員 多数参列 し組合より弔慰金及 び花輪を贈り、 哀悼
の意を表 しました。 謹んで冥福 をお祈り申し上 げます。

新規加入組合員

○関工電設工業㈱ 代表取締役 北村幸一氏

（住所） 千葉市中央区末広４丁目２０番１３号

○京葉電気計装㈱ 代表取締役 大塚敏兼氏

（住所） 千葉市中央区今井２丁目１１番１２号

（Ｔ Ｅ Ｌ） ２６５－２０２０

（Ｔ Ｅ Ｌ） ２６１－４０５７

賛助会員

○ユニ ペックス㈱ 東京営業所 所長 佐藤 誠氏

（住 所） 東 京 都 台 東 区 池 ノ 端 ２ 丁 目 ３ 番１７号 （Ｔ Ｅ Ｌ） ０３－３８２１－３７２１

０大崎電気工業㈱ 千葉営業所 所長 奈良清吉氏

（住所） 千葉市稲毛区緑町１ 丁目２８番１５号 （ＴＥＬ）２４１－７４４７

０東芝ライ テック ㈱ 千葉営業 所 所 長 長 山 進氏

（住所） 千葉市 中央区弁天町２７５ 番地 弁 天レイクハイム１号館

（Ｔ Ｅ Ｌ） ２５６－６７２２

０㈱戸上電機製作所 千葉出張所 所長 杉山正己氏

（住所） 千葉市中央区神明町１３－２ 神 明ハイッ１０４号

（Ｔ Ｅ Ｌ） ２４８－７７３８



（協） 千葉電 友会だよ り

退 会

賛助会員

Ｔ Ｏ Ａ ㈱ ４ 年 ３月３１日 付 に て 退 会さ れま し た
。

社名変更

４年４月 １日 （新） 千葉電機株式 会社

（旧） 株式会社千葉電機精工社

組織変更

４年４月 １日 （新） 伊藤電業株式会社

（旧） 伊藤電業有限会社

代表者変更

３年１１月 城南電設企業株式会社

（新） 代表取締役社長 並

代表取締役会長 並

４ 年５月 福井電 機株式会社

（新） 代表取締役社長 古

代表取締役会長 須

４年９月 豊田電気 株式会社

（新） 代表取締役社長 豊

取 締 役 会 長 豊

電話番号訂正

京 葉 エ フ ・ ディ ・ ケ ー 株 式 会 社

（新） （２６４）７５７１

（旧） （２６６）７５７１

千葉塚田電気株式会社

（新） （２４１）５１５１

（旧） （２４１）７１４９

氏

氏

男

昭

鷹木

木

氏

氏

収

次

古

重

世

田

氏

氏

嗣

雄

敏

俊

田

田

¢⑤



吻 （協） 千葉電友会だより

第１回千葉市優良工事請負業者決定

当組合 から以前 から要望 していた、 優 良建設工 事賞表 制度につ いて、 此度、 千葉

市 より実施する むね、 通知 がありま した。

電気設備工事 につ いて は、 本組合員の下 記の方々 が受 賞されるこ とが決まりまし

た
。

尚、 受賞 日 は、 来 る１１月 ６ 日 （
金） にち ば 共 済 会 館 に て 行 な わ れ ま す。

受 賞 者 株 式 会 社 成 田 電 機 様

株 式 会 社 京 葉 電 設 様

株 式 会 社 新 千 葉 電 設 様

鎌



（協） 千葉電友会だより 圏

新社屋落成

株式会社大東電機製作所

代表取締役 大薗 力氏

「八街工場」

落成になった㈱大東電機製作所八街工場

㈱大 東 電機 製 作 所（大 薗 力 代 表 取 締 役、千 葉市 若 葉 区
太 田 町９０番：地 １） はこ の ほ ど、 新 工 場 の 「八街 工 場」
を 完 成 さ せ、 ９ 月 ３ 日 に 落 成 披 露 を 行 い、 ４ 日 オ ー プ

ン に こ ぎ つ け た。
同社 は、 配 電 盤・ 制 御 盤 の 設 計 お よ び製 造販 売 企業

と し て、 昭 和４５年 創 立、 以 来、 柱 に 掲 げ た 三 つ の 理 念

（①企 業 理 念 ： 常 に地 域 社 会 に役 立 つ 製品 を創 出 し、
大 東 電 機 に かか わる 全 て の 人 々 の 幸 せ を 実 現 する。 ②
経 営 理 念 ：新 製 品 の 開 拓 ・ 多 角 化 を 推 進 す る。 ③ 行 動

理 念： 絶 えず 挑 戦 し行 動 せ よ） を 着 実 に実 行 し、 今日
の 成 長 を 遂 げた。 バ ブ ル崩 壊 の 最：中 にあ り な がら、 同

社 が宿 願 の 新 工 場 建 設 を果 た した。

新工場の概要

・ 建 築 面 積 ３８５坪

・ 延 床 面 積 ６０４坪

・ 構 造 Ｓ 造 （Ａ Ｌ Ｃ） ２階 建 て

・ 工 場 の 概 要 ① 配 電 盤 製 造 組

立工場 （１４０坪） ②検査工場

（１３０坪） ③ 資材 倉 庫 （１４０坪）

④通常倉庫 （４５坪） ⑤事務所

（４５坪） ⑥付帯設備（１１４坪）

躍進を続ける干葉県のメーカー

聖ｏ州ｒｒｏ
太陽の限りない強力なエネルギーが美 しい自然を育み、
万物の生命の根源をなすよう に、 強烈な情熱と技術力に

よって 豊かな都市づくりの一端を担っていきたい。

営業品目 高低圧受配電盤・監視盤 ・各種制御盤

株式会社 大 東 電 機 製 作 所
代表取締役 大 薗 カ

本社 〒２９４ 干葉市若葉区太田町９０番１ ＴＥＬ Ｏ４３２３１２０９８番㈹

工場 〒２８９１１ 八街市沖字中沖６０１番地 ＴＥＬ Ｏ４３４４５２８８１番㈹



㈲ （協） 千葉電友会だより

新社屋落成

電友会の皆様 には益々 ご清 栄のこ

ととお慶 び申し上げます。

平素は格別の ご高配を賜わ り厚く

お礼申し上 げま す。

社名 変更、 社屋増築と ご不便 をお

かけ致しま したことを心よりお わび

申 し上げます。

これを機会に社員一同業務に精励 し、 より 良い製品づくりに努めたいと思います

の で、 今後 共、
ご指 導 ご鞭 捷 を賜 わ り ま す よ う よ ろ しく お 願 い い た しま す。

千葉電機株式会社

代表取締役 和田龍二郎

糊 」』高圧受電設備
干葉県諸官庁及び建設省規格配電盤・設計・製造販売

△
ＣＨＩＢＡ ＤＥＮＫｌ

千葉電機株式会社
本社 〒２６４ 千葉県千葉市若葉区加曽利町４７５－１

電 話 ０４３（２３１）８７５５（代）

ＦＡＸ Ｏ４３（２３２）０４７９



（協） 千葉電友会だより ¢①

殿悟餅Ｙ

ｗ ㍗
火災報知機も
コー ドレスの時代です。

』儒■ｒ罪 辱 杭…式言社
本 社／〒１４１ 東京都品川区上大崎２－１０－４３ 含０３（３４４４）４１１１（大代）

千葉支社／〒 細 干 葉市中 央区 新宿町 ２－ ３－１６ 盈０４３（２４１）５５９１

鞠
閃 謡 鉾

器

　

ＣＯＲＯ》ＬＥＳＳ

無 線式 火災警 報システム

蘇難轄
業

鐸

営

Ｗ
イ

〔

●

備

備
椴
設
曙
送

子

放

親

技術と信頼 の

青葉通信設備株式会社
代表取締役 岩 崎 良 昭

千 葉 市 若 葉 区 桜 木 町 ５ １ １ 番 地 １ ３

電 話 ０ ４ ３ （２ ３ ２） １ ２ ２ ０ ㈹



下

⑳ （協） 千葉電友会だより

懸
霧
　

艀

轡

管 ゲ 燃雛鞘｝ 脅㌃

～無灘驚馨鑑熱
鍵 轄剃
帰Ψ 欝 磨療 海写 鳶溝 舞 の 鑑 灘 ぴ距睡乃 ㌦ 、 驚 つ 壕

’ノ藩い σ ζ 天 態メ憾 ち ３

戴灘誌
磯
．
麟

ガ窒気や本であ 鯨 彊、 火災など 簿１霧辱・ら証

宅環境纏 縞 霧魂をまもる 饒 略叉磯器 幾翼

誌 弐 は 野 鷺 繋 歎 ・ら 機 麹 〉鍛 墾、 驚 工、 洛 ソ
多

ナ ンスサ ー ヒスまて 峰 一タ ルな 墾 躍 システ轟 て 安

全な蕊惑蓋鰻を燐翼レてい 蒼

能葵防災株筑会社
鞭 ㌔呼

ξ

千 葉 支 社
千 葉 市 中央 区 神 明 町１３番 地 １

〒 ２６０ 電 話 （０４３）２４６ －３６７７

湘ａ量ｉｏｎａ□

つ
唇
朧Ａ
趨
Ｈ
快

省 エ ネ ・省 ス ペ ー ス ・ 安 全 性 を 追 求 した

キュービクル式高圧受電設備

■キュービクルの種類

ｒ

嘉 一

松下電器産業株式会社

日ｏ 磯
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（協） 千葉電友会だより 幽

」多麓譜 で蕩 麓譜。

最％ 鰐 の防：災ンズタ：ムが、亥ｒ≧会を

ネジφクークしま：露 ＼

㎝論
蒙

、

、 ／

１

セ ンサから受信盤まで防 災ネ ットワークの信頼性；を一層高め たニッタンＲＸＮ －５。

中 小規模 ビルに おいて、火災検 出の 信頼性、工 事の簡易化、中 継器の 保守性、トー

タ ルコス トダウンなど安全を守 るニ ーズに的確にお応えす るため、高度な防災テク

ノ ロジーを多 彩に装 備して いま す。

ＲＸＮ－５

③ 二Ψ」７｝・株式会社 野零輩灘 灘 瑠＝Ａヱ謡ｌｌ譲躍１驚 熱）

編 集 後 記

今 年 の 夏 は、 例
年 にな い猛 暑 にく わ え、

雨 な し のカ ラ カ ラ 天 気 で、
夏 が終 っ た

昨今
、
気 持 の 良い 秋 本番 と なっ て き ま し た。

電友会だよりも号を重 ねて７号とな りました。

前編集者の後を引き継 ぎ慣れな い編 集にとま どいを感 じていま したが、 各理事

の方々の ご協力で無事編 集も終り、 発刊 のはこ びとなりま した。

尚、 今後 とも、 活気 に満ちた組合機 関誌 「電友会だより」 を育てて行くために

も、 会員皆様方の ご投稿 並 びにご意見をお待ち しております。

今回 ご寄稿下さいました方々 に紙上をお借り致 しま して厚く御礼申し上 げます

と共に、 尚一層の御指導を賜わります様、 お願い申 し上 げます。

発行所 協 同 組 合 千 葉 電 友 会

千 葉 市 中 央 区 栄 町２４－ ９

Ｔ Ｅ Ｌ Ｏ４３－ ２２２－８８２８

Ｆ Ａ Ｘ Ｏ４３－ ２２４－８２８８

発 行 責 任者 岩 崎 興 二

編 集 責 任者 戸 松 新 平
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